
（単位：千円） 　　　　　最　終　方　針 （単位：千円）

見直し内容
実施
時期

効果額 最終見直し内容 効果額

1

岡山県交流拠点施設むか
し下津井回船問屋

（企画振興部、倉敷市）

H7 倉敷市

〈廃止（市へ譲渡）〉
・地域エリアの観光施設であることから、県施
設としては廃止し、倉敷市への譲渡についても
検討

H21～ 7,287

・地域エリアの観光施設であることから、Ｈ２１
年度末までに県施設としては閉じることとし、施
設の活用策等について、今後、検討する。

7,287

2
おかやま旧日銀ホール

（企画振興部、岡山市）
H１7

NPO法人
バンクオブ
アーツ岡山

〈存続〉
・県が所有する歴史的建造物（国登録有形文
化財）を、文化芸術の創造拠点として、また、
県民の憩いの場として有効活用することは意

素案どおり

施　　設　　名

（所管部局、所在地）

開設
指定

管理者
番号

素案（８月２７日公表）

【公の施設（指定管理者制導入施設）】

（企画振興部、岡山市） ア ツ岡山 県民の憩いの場として有効活用することは意
義があることから存続

3

岡山県吉備高原都市セン
ター区広場

(企画振興部、吉備中央町）

H4
(株)吉備高
原都市
サービス

〈存続〉
・県が進めてきた吉備高原都市のシンボル施
設であり、地域交流の拠点として年間を通じ多
くの県民に利用されていることから存続

4
岡山県グリーンヒルズ津山

(企画振興部、津山市)
H10 津山市

〈廃止（市又は民間へ譲渡）〉
・屋内プール、トレーニング施設や公園などは
県内に類似の施設が多いことから、県施設とし
ては廃止し、津山市又は民間への譲渡につい
ても検討

H21～ 6,957
・県内に類似の施設が多いことから、Ｈ２１年度
末までに県施設としては閉じることとし、公園全
体の活用策等について、今後、検討する。

6,957

5
岡山県笠岡陸上競技場

(企画振興部、笠岡市)
H17 笠岡市

〈存続〉
・県南西部最大規模の陸上競技場として、県
南西部地域の住民を中心に広域的な利用がさ
れていることから存続

素案どおり

素案どおり
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番号

素案（８月２７日公表）

6

岡山県岡山国際交流セン
ター

(企画振興部、岡山市)

H７
(財)岡山県
国際交流

協会

〈存続〉
・県下唯一の国際交流を推進する拠点施設で
あることから存続

7

岡山県ボランティア・ＮＰＯ
活動支援センター

（生活環境部、岡山市）

H17

岡山県ボラン
ティア・ＮＰＯ
活動支援セン
ター管理運営

共同体

〈存続〉
・県内唯一のボランティア・ＮＰＯ活動の健全な
発展を支援する拠点施設であることから存続

素案どおり

素案どおり

8
犬養木堂記念館

（生活環境部、岡山市）
H5

(財)岡山県
郷土文化

財団

〈存続〉
・郷土出身の偉大な政治家犬養木堂の功績を
顕彰する全国唯一の施設であることから存続

9
岡崎嘉平太記念館

（生活環境部、吉備中央町）
H13

(財)岡山県
郷土文化

財団

〈存続〉
・名誉県民である岡崎嘉平太氏の功績を顕彰
する全国唯一の施設であることから存続

10
岡山県天神山文化プラザ

（生活環境部、岡山市）
H17

(社)岡山県
文化連盟

〈存続〉
・多くの県民が展示や発表、練習等に利用し、
文化活動の拠点施設となっていることから存続

素案どおり

素案どおり

素案どおり
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11
岡山県立美術館

（生活環境部、岡山市）
S63

【一部指定管
理】ｱﾄﾗｸﾃｨﾌﾞ
大永(株)

〈存続〉
・県民に優れた芸術鑑賞の機会を提供するな
ど、県の文化振興の中核施設であることから
存続

12
岡山武道館

（生活環境部、岡山市）
S45

(財)岡山県
武道
振興会

〈存続〉
・県総合グラウンド内にあり、他の施設と一体
となっている施設であることから存続

素案どおり

素案どおり

13
岡山県津山総合体育館

（生活環境部、津山市）
S52 津山市

〈存続〉
・県北部地域の住民を中心に広域的な利用が
されていることから存続

14
岡山県津山東体育館

（生活環境部、津山市）
H元 津山市

〈存続〉
・地域住民と県立津山東高校生徒が共同で利
用しており、高等学校として必要な施設である
ことから存続

15

岡山県美作ラグビー・
サッカー場

（生活環境部、美作市）

S63 美作市

〈存続〉
・ラグビー・サッカー場として全国でも屈指の充
実した施設であり、全国からの利用も多いこと
から存続

素案どおり

素案どおり

素案どおり
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16
岡山県備前テニスセンター

（生活環境部、備前市）
H3 備前市

〈存続〉
・テニス場としては、県下最大規模の施設であ
り、県内各地から幅広く利用されている施設で
あることから存続

17
岡山県津山陸上競技場

（生活環境部、津山市）
H6 津山市

〈存続〉
・県北部最大規模の陸上競技場として、県北
部地域の住民を中心に広域的な利用がされて
いることから存続

〈廃止（市へ譲渡）〉

素案どおり

素案どおり

18
岡山県鷲羽山ビジターセン
ター

(生活環境部、倉敷市)

S60 倉敷市

〈廃止（市へ譲渡）〉
・公園利用が多様化する中、展示施設も老朽
化していることなどから、県施設としては廃止
し、近隣にある市の施設と一体的に有効活用
が期待できる施設であるため、倉敷市への譲
渡についても検討

H21～ 4,054
・公園利用が多様化する中、展示施設も老朽
化していることなどから、Ｈ２０年度末で施設を
閉じて、Ｈ２１年度に施設の処分を行う。

4,054

19
岡山県恩原自然展示館

（生活環境部、鏡野町）
H3 鏡野町

〈廃止（町へ譲渡）〉
・年間利用者が比較的少ないことなどから、県
施設としては廃止し、恩原地域にある町の自
然体験施設と一体的に有効活用が期待できる
施設であるため、鏡野町への譲渡についても
検討

H21～ 874
・年間利用者が少ないことなどから、Ｈ２０年度
末で施設を閉じて、Ｈ２１年度に施設の処分を
行う。

874

20
岡山県自然保護センター

（生活環境部、和気町）
H3

(財)岡山県
環境保全
事業団

〈存続〉
・広域的な自然環境学習並びに人材育成の拠
点であり、自然環境行政を行う上で必要な施
設であることから存続

素案どおり
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21
岡山県看護研修センター

（保健福祉部、岡山市）
H7

(社)岡山県
看護協会

〈廃止（岡山県看護協会へ譲渡）〉
・隣接する看護会館と併せ有効に活用できる
施設であることから、県施設としては廃止し、
会館を所有する岡山県看護協会へ譲渡を検討

H21～ 10,761
・隣接する看護会館と併せ有効に活用できる
施設であることから、Ｈ２１年度に会館を所有
する岡山県看護協会へ譲渡する。

10,761

22

岡山県南部健康づくりセン
ター

（保健福祉部、岡山市）

H9
(財)岡山県
健康づくり

財団

〈廃止（民間へ譲渡）〉
・県内に類似の施設が多いことから、県施設と
しては廃止し、公募により民間への譲渡につい
ても検討

H21～ 171,668

・民間での実施が困難である障害者の健康増
進の機能を維持する必要があることから存続
とする。
・運営方法等については、Ｈ２１年度末までに
抜本的な見直しを行う。

100,000

23
岡山県立玉島寮

（保健福祉部、倉敷市）
S30

(福)自然の
森

〈譲渡〉
・社会福祉法人へ譲渡の方針決定済み

H21～ 5,366
・社会福祉法人自然の森へＨ２１年度に譲渡す
る。

5,366

24

岡山県立身体障害者授産
所

（保健福祉部、吉備中央
町）

S58
(福)吉備の

里
〈譲渡〉
・社会福祉法人へ譲渡の方針決定済み

H21～ 2,431
・社会福祉法人吉備の里へＨ２１年度に譲渡す
る。

2,431

25

岡山県立知的障害者授産
所

（保健福祉部、吉備中央
町）

S58
(福)吉備の

里
〈譲渡〉
・社会福祉法人へ譲渡の方針決定済み

H21～ 9,466
・社会福祉法人吉備の里へＨ２１年度に譲渡す
る。

9,466
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26
岡山県立吉備の里通勤寮

（保健福祉部、吉備中央町）
S62

(福)吉備の
里

〈譲渡〉
・社会福祉法人へ譲渡の方針決定済み

H21～ 309
・社会福祉法人吉備の里へＨ２１年度に譲渡す
る。

309

27

岡山県視覚障害者セン
ター

（保健福祉部、岡山市）

S60
(福)岡山県
視覚障害
者協会

〈存続〉
・県内唯一の視覚障害者の専門施設であるこ
とから存続

素案どおり

28

岡山県健康の森学園授産
施設

（保健福祉部、新見市）

H3
(福)健康の
森学園

〈存続〉
・県立の特別支援学校と一体で運営している
授産施設であり、成果もあがっていることから
存続

29

岡山県立おかやま福祉の
郷

（保健福祉部、岡山市）

S48
(H15)

(福)旭川荘
〈譲渡〉
・社会福祉法人へ譲渡の方針決定済み

H21～ 45,652
・社会福祉法人旭川荘へＨ２１年度に譲渡す
る。

45,652

30

岡山県聴覚障害者セン
ター

（保健福祉部、岡山市）

H17

(社）岡山県
聴覚障害
者福祉協

会

〈存続〉
・県内唯一の聴覚障害者の専門施設であるこ
とから存続

素案どおり

素案どおり

　 公の施設　6



（単位：千円） 　　　　　最　終　方　針 （単位：千円）

見直し内容
実施
時期

効果額 最終見直し内容 効果額

施　　設　　名

（所管部局、所在地）

開設
指定

管理者
番号
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31
岡山県立児童会館

（保健福祉部、岡山市）
Ｓ38

岡山県立
児童館

管理運営
共同体

〈廃止〉
・市町村の設置する児童館等が多数整備さ
れ、県設置の大型児童館については、その役
割を終えていることから廃止を検討
・併設の児童遊園地は、当面存続の方向で検
討

H21～ 30,543

・市町村の設置する児童館等が多数整備され
ている中、建物の老朽化も著しいことから、Ｈ２
２年度末までに県施設としては閉じることとし、
その取扱については、子育て支援施策全体の
中で検討する。
・併設の児童遊園地は、当面存続とする。

30,543

32
岡山県立玉島学園

（保健福祉部、倉敷市）
S32 (福)恵聖会

〈譲渡〉
・社会福祉法人においてもサービス提供が可
能であることから、公募により社会福祉法人へ
譲渡を検討

H21～ 8,007

・社会福祉法人においてもサービス提供が可
能であることから、公募により社会福祉法人へ
譲渡するが、入所児童の処遇に配慮する必要
があることから、譲渡はＨ２２年度末までに行
う。

8,007

33
岡山県立津島児童学院

（保健福祉部、岡山市）
S37 (福)旭川荘

〈譲渡〉
・社会福祉法人においてもサービス提供が可
能であることから、公募により社会福祉法人へ
譲渡を検討

H21～ 9,429

・社会福祉法人においてもサービス提供が可
能であることから、公募により社会福祉法人へ
譲渡するが、入所児童の処遇に配慮する必要
があることから、譲渡はＨ２２年度末までに行
う。

9,429

34

岡山県総合展示場コンベッ
クス岡山

（産業労働部、岡山市）

Ｈ3
(財)岡山
総　合
展示場

〈存続〉
・県内最大の総合展示場としてニーズが高く、
土地の用途規制により展示場としての利用に
限定されていることも踏まえ存続

35

岡山県技術振興研修セン
ター（ニューサイエンス館）

（産業労働部、吉備中央
町）

Ｓ60

(財)
岡山県

産業振興
財　団

〈廃止（民間へ譲渡）〉
・ＩＴ化の進展等科学技術に関する情報の入手
機会が増加する中、展示施設も老朽化してい
ることから、県施設としては廃止し、民間への
譲渡についても検討

H21～ 49,930

・ＩＴ化の進展等科学技術に関する情報の入手
機会が増加する中、展示施設も老朽化してい
ることから、H２０年度末で県施設としては閉じ
ることとし、公募により民間へ譲渡等を行う。

49,930

素案どおり
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36
岡山セラミックスセンター

（産業労働部、備前市）
Ｈ2

岡山県
セラミックス
技術振興

財団

〈縮小〉
・県内の耐火物関連企業の振興を図るため必
要な施設であるが、必要最小限の事業内容と
することとし、研究部門を見直し縮小を検討

H21～ 44,800

・県内の耐火物関連企業の振興を図るため必
要な施設であるが、必要最小限の事業内容と
することとし、Ｈ２１年度から研究部門を縮小す
る。

44,800

37
岡山県テクノサポート岡山

（産業労働部、岡山市）
Ｈ7

(財)
岡山県

産業振興
財　団

〈存続〉
・中小企業等に対して、高度な工業技術に関す
る情報提供や交流促進を行う機能は必要であ
ることから存続

素案どおり

38

岡山県岡山リサーチパー
クインキュベーションセン
ター

（産業労働部、岡山市）

Ｈ15

PFI岡山
インキュ
ベート
(株)

〈存続〉
・PFI事業で実施しており、入居率は70％を超
えるなどニーズが高く、新規創業支援等のｲﾝ
ｷｭﾍﾞｰﾄ施設は必要であることから存続

39
岡山県水島サロン

（産業労働部、倉敷市）
H8 倉敷市

〈廃止（市又は民間へ譲渡）〉
・個々の機能は、民間のスポーツ施設やホー
ル等を利用することにより代替が可能であるこ
とから、県施設としては廃止し、倉敷市又は民
間への譲渡についても検討

H22～ 69,401

・個々の機能は、民間のスポーツ施設やホー
ル等を利用することにより代替が可能であるこ
とから、Ｈ２１年度末までに県施設としては閉じ
ることとし、施設の活用策等について、今後、
検討する。

69,401

40
岡山県観光物産センター

（産業労働部、岡山市）
H3

(社)
岡山県

産業貿易
振興協会

〈代替案を示した上で廃止〉
・県外観光客が利用するためには立地が悪い
ことなどから、観光案内及び県産品の展示・販
売機能の代替案を検討した上で廃止を検討

H21～ 56,992

・県外観光客が利用するためには立地が悪い
ことなどから、観光案内及び県産品の展示・販
売機能の代替案を検討した上でＨ２１年度中に
施設を閉じることとする。
・代替案については、現在の機能を維持するこ
とは困難であるが、利用しやすいものとなるよ
う検討する。

56,992

素案どおり
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（単位：千円） 　　　　　最　終　方　針 （単位：千円）

見直し内容
実施
時期

効果額 最終見直し内容 効果額

施　　設　　名

（所管部局、所在地）

開設
指定

管理者
番号

素案（８月２７日公表）

41
岡山県岡山テルサ

（産業労働部、早島町）
H10 岡山テルサ

コンソーシアム

〈廃止（民間へ譲渡）〉
・県内に類似の施設が多く、個々の機能は、民
間のスポーツ施設や宿泊施設等を利用するこ
とにより代替が可能であることから、県施設と
しては廃止し、公募により民間への譲渡につい
ても検討

H23～ 20,505

・県内に類似の施設が多く、個々の機能は、民
間のスポーツ施設や宿泊施設等を利用するこ
とにより代替が可能であることから、Ｈ２２年度
末までに県施設としては閉じることとし、公募に
より民間へ譲渡等を行う。

20,505

42

おかやまファーマーズ・
マーケット　サウスヴィレッ
ジ

（農林水産部、岡山市）

H９
灘崎町合
併特例区

〈廃止（市又は民間へ譲渡）〉
・農産物の収獲体験や公園などは県内に類似
の施設が多いことから、県施設としては廃止
し、岡山市又は民間への譲渡についても検討

H21～ 76,744

・農産物の収獲体験や公園などは県内に類似
の施設が多いことから、Ｈ２１年度末までに県
施設としては閉じることとし、公募により民間へ
譲渡等を行う。

76,744

43

おかやまファーマーズ・
マーケット　ノースヴィレッ
ジ

（農林水産部、勝央町）

H９ 勝央町

〈廃止（町又は民間へ譲渡）〉
・農産物の収獲体験や公園などは県内に類似
の施設が多いことから、県施設としては廃止
し、勝央町又は民間への譲渡についても検討

H21～ 79,738

・農産物の収獲体験や公園などは県内に類似
の施設が多いことから、Ｈ２１年度末までに県
施設としては閉じることとし、公募により民間へ
譲渡等を行う。

79,738

44

岡山県立青少年農林文化
センター三徳園

（農林水産部、岡山市）

S14

岡山県農
林漁業担
い手育成
財団

〈存続〉
・第一生命の創設者である矢野氏から私財の
寄付を受けて創設した施設であり、多くの農業
者の研修等に利用されていることから存続

45
岡山県立森林公園

（農林水産部、鏡野町）
S50

(財)上斎原
振興公社

〈存続〉
・岡山県版レッドデータブック登載の貴重な動
植物が多数存在し、愛好者も多く、適切な保
護・管理が必要なことから存続

素案どおり

素案どおり
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（単位：千円） 　　　　　最　終　方　針 （単位：千円）

見直し内容
実施
時期

効果額 最終見直し内容 効果額

施　　設　　名

（所管部局、所在地）

開設
指定

管理者
番号

素案（８月２７日公表）

46

岡山県二十一世紀の森

（農林水産部、吉備中央
町）

S56

岡山県農
林漁業担
い手育成
財団

〈廃止（国へ譲渡）〉
・県下全域からの利用がなされており、その
内、国立吉備青少年自然の家（文科省）の利
用者が多いことから、県施設としては廃止し、
自然の家を所管する国へ譲渡を検討

H21～ 22,425

・国立吉備青少年自然の家の利用者が多いこ
とから、独立行政法人国立青少年教育振興機
構へ譲渡を協議しており、Ｈ２１年度末までに
県施設としては閉じることとする。

22,425

47

岡山県龍ノ口グリーンシャ
ワー公園

（農林水産部、岡山市）

Ｈ2
岡山県森
林組合連

合会

〈廃止（市へ譲渡）〉
・近隣住民の利用が中心であることから、県施
設としては廃止し、岡山市への譲渡についても
検討

H21～ 12,280

・近隣住民の利用が中心であり、県設置の意
義が薄れている施設であることから、建物等の
処分について国と協議しており、Ｈ２１年度末ま
でに施設を閉じることとする。

12,280

48
～
57

美しい森　（１０箇所）

（農林水産部、倉敷市、高
梁市、新見市、瀬戸内市、
真庭市、美作市、和気町、
里庄町、久米南町）

H8～
13

所在市町

〈廃止（市町へ譲渡）〉
・市町の特性を活かして有効に活用できる施設
であることから県施設としては廃止し、それぞ
れの市町への譲渡についても検討

H21～ －

【高梁、新見、長船、勝山、和気、里庄、久米
南美しい森】
・市町の特性を活かして有効に活用するた
め、Ｈ２１年度に所在市町へ譲渡する。

【倉敷、真備、東粟倉美しい森】
・地域で活用される施設であり、県設置の意義
が薄れていることから、Ｈ２０年度末で施設を
閉じることとし、Ｈ２１年度に施設の処分を行
う。

－

58
岡山港（福島・高島地区）

（土木部、岡山市）
S26

岡山港埠頭
開発（株）

〈存続〉
・港湾法における位置づけを踏まえ存続

59
岡山県牛窓ヨットハーバー

（土木部、瀬戸内市）
Ｓ62

牛窓ヨット
ハーバー
管理グ
ループ

〈存続〉
・県内で唯一のヨット専用施設であり、県内各
地から幅広く利用されている施設であることか
ら存続

素案どおり

素案どおり
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（単位：千円） 　　　　　最　終　方　針 （単位：千円）

見直し内容
実施
時期

効果額 最終見直し内容 効果額

施　　設　　名

（所管部局、所在地）

開設
指定

管理者
番号

素案（８月２７日公表）

60

岡山県総合グラウンド
（岡山武道館を除く）

（土木部、岡山市）

Ｓ35
(社)岡山県
総合協力
事業団

〈存続〉
・県内で唯一の全国大会が開催できる陸上競
技場など、県レベルで開催できる各種のスポー
ツ施設が集約されていることから存続

61
倉敷スポーツ公園

（土木部、倉敷市）
Ｈ7

(財)倉敷ス
ポーツ公園

〈存続〉
・中四国屈指のグレードの高い設備を備えた
野球場を中心とした公園であり、そうしたレベ
ルの代替施設がないことから存続

素案どおり

素案どおり

62
・
63

岡山県立城下地下駐車
場、
岡山県城下地下広場

（土木部、岡山市）

Ｈ14
（駐車場）

Ｈ２
（広場）

(財)岡山県
開発公社

〈廃止（市へ譲渡）〉
・岡山市の政令市移行に伴い譲渡決定済み

H21～ －
・政令市移行の協議により、Ｈ２１年度に岡山
市へ譲渡する。

－

64
～
99

県営住宅（３６団地）

（土木部、岡山市等）

S26～
H16

岡山県住宅
供給公社
及び７市町

〈存続〉
・住宅に困窮する低額所得者に低廉な家賃で
住宅を賃貸しているため、市町の住宅施設と
一体設置の可能性を検討しつつ存続

100
岡山県備北青年の家

（教育庁、新見市）
S45 新見市

〈廃止（市へ譲渡）〉
・新見市民公園と一体となっており、地域で有
効に活用できる施設であることから、県施設と
しては廃止し、新見市への譲渡についても検
討

H21～ 16,130

・老朽化した本館については、Ｈ２０年度末で
施設を閉じて、Ｈ２１年度に施設の処分を行う。
また、野外活動棟については、地域で有効に
活用するため、必要な整備を行い、譲渡を含
め、新見市と協議を行う。

16,130

素案どおり
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（単位：千円） 　　　　　最　終　方　針 （単位：千円）

見直し内容
実施
時期

効果額 最終見直し内容 効果額

施　　設　　名

（所管部局、所在地）

開設
指定

管理者
番号

素案（８月２７日公表）

101
岡山県渋川青年の家

（教育庁、玉野市）

S46

H10
改

小学館ﾌﾟﾛﾀﾞｸ
ｼｮﾝ、平松ｴﾝ
ﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ、西
日本ﾃﾑｼｰｸﾞ

ﾙｰﾌﾟ

〈存続〉
・県内の小学生の多くが海を利用した宿泊研
修として利用している施設であることから存続

102
岡山県津山婦人青年の家

（教育庁、津山市）
S56 津山市

〈廃止（市へ譲渡）〉
・地域住民の利用が中心であることから、県施
設としては廃止し、津山市への譲渡についても
検討

H21～ 116
・地域住民の利用が中心であることから、Ｈ２１
年度に必要な整備を行い、Ｈ２２年度に津山市
へ譲渡する。

116

素案どおり

103

岡山県青少年教育セン
ター閑谷学校

(教育庁、備前市)

S40

H3
改

(財)特別史
跡旧閑谷
学校顕彰
保存会

〈存続〉
・県内の中学生の多くが宿泊研修として利用し
ている施設であることから存続

104
特別史跡旧閑谷学校

(教育庁、備前市)

Ｓ38
（一般
公開
開始）

(財)特別史
跡旧閑谷
学校顕彰
保存会

〈存続〉
・全国的に著名な施設であり、利用者も多いこ
とから存続

105
岡山県立博物館

（教育庁、岡山市）
S46

【一部指定管
理】サピック
ス、三要電熱
工業共同
事業体

〈存続〉
・国宝等の県所蔵品を展示する施設は必要で
あることから存続

素案どおり

素案どおり

素案どおり
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（単位：千円） 　　　　　最　終　方　針 （単位：千円）

見直し内容
実施
時期

効果額 最終見直し内容 効果額

施　　設　　名

（所管部局、所在地）

開設
指定

管理者
番号

素案（８月２７日公表）

106
岡山県立吉備路郷土館

（教育庁、総社市）
S51

吉備路風
土記の丘
環境保全

協会

〈廃止（市へ譲渡）〉
・地域の歴史や文化を紹介する施設であり、県
施設としては廃止し、総社市への譲渡につい
ても検討

H21～ 15,625

・地域の歴史や文化を紹介する施設であること
などから、Ｈ２１年度末までに県施設としては閉
じることとする。また、施設の活用策等につい
て検討し、Ｈ２２年度に総社市へ譲渡する。

15,625

107
岡山県生涯学習センター

（教育庁、岡山市）
H9

【一部指定管
理】西日本建
物管理(株)

〈存続〉
・烏城高校と一体となって利用されている施設
であり、生涯学習の拠点施設となっていること
から存続

素案どおり

108
岡山県立図書館

（教育庁、岡山市）
H16

【一部指定管
理】ﾌｫｰ･ｴｽ共
同事業体

〈存続〉
・県内外図書館との連絡・調整等を行う県下唯
一の中核・拠点施設であることから存続

素案どおり
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（単位：千円） 　　　　　最　終　方　針 （単位：千円）

見直し内容
実施
時期

効果額 最終見直し内容 効果額

109
岡山県立記録資料館

（総務部、岡山市）
Ｈ17

〈集約化〉
・資料の閲覧、普及啓発の機能について、利用者の
多い県立図書館に移設したほうが効率的、効果的で
あることから集約化を検討

H21～ 11,302
・資料の閲覧、普及啓発の機能の一部について、Ｈ２
１年度に利用者の多い県立図書館に移設して集約化
を実施する。

7,934

110
岡南飛行場

（企画振興部、岡山市）
Ｓ37

〈存続〉
・小型航空機専用の公共用飛行場であり、消防・警察
の航空基地等にも利用されていることから存続

111
岡山空港

（企画振興部、岡山市）
Ｓ63

〈存続〉
・航空交通の拠点空港であり、県民の利用も多いこと
から存続

112
岡山光量子科学研究所

（企画振興部、岡山市）
Ｈ16

〈縮小〉
・産業の活性化や将来を担う人材育成のための先端
的な科学技術の理論研究機関であるが、経費の削減
を図るため、研究体制を見直し、順次縮小を検討
・研究費について削減

H21～ 55,407

・産業の活性化や将来を担う人材育成のための先端
的な科学技術の理論研究機関であるが、経費の削減
を図るため、研究体制を縮小し、研究員を９名から６
名とする。
・研究費についてＨ２１年度から削減する。

26,291

113
岡山県消費生活ｾﾝﾀｰ

（生活環境部、岡山市）
Ｓ45

〈集約化〉
・県民の利便性を図るため、相談機能を有する施設の
集約化を検討

H22～ －
・県民の利便性を図るため、Ｈ２２年度から相談機能
を有する施設の集約化を実施する。

－

【公の施設（直営施設）】

開設

素案（８月２７日公表）

番号
施　　設　　名

（所管部局、所在地）

素案どおり

素案どおり
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（単位：千円） 　　　　　最　終　方　針 （単位：千円）

見直し内容
実施
時期

効果額 最終見直し内容 効果額
開設

素案（８月２７日公表）

番号
施　　設　　名

（所管部局、所在地）

114
岡山県交通事故相談所

（生活環境部、岡山市）
Ｓ42

〈集約化〉
・県民の利便性を図るため、相談機能を有する施設の
集約化を検討

H22～ －
・県民の利便性を図るため、Ｈ２２年度から相談機能
を有する施設の集約化を実施する。

－

115

岡山県青少年総合相談セ
ンター

（生活環境部、岡山市）

Ｈ13
〈集約化〉
・県民の利便性を図るため、相談機能を有する施設の
集約化を検討

H22～ －
・県民の利便性を図るため、Ｈ２２年度から相談機能
を有する施設の集約化を実施する。

－

116

岡山県男女共同参画推
進センター

（生活環境部、岡山市）

Ｈ11
〈集約化〉
・県民の利便性を図るため、相談機能を有する施設の
集約化を検討

H22～ －
・県民の利便性を図るため、Ｈ２２年度から相談機能
を有する施設の集約化を実施する。

－

117
岡山県環境保健ｾﾝﾀｰ

（生活環境部、岡山市）
Ｓ51

〈存続〉
・県内で唯一の公的な環境保全及び保健衛生に関す
る試験研究機関であるため存続
・研究費について削減

118
岡山県福祉相談ｾﾝﾀｰ

（保健福祉部、岡山市）
H15

〈集約化〉
・県民の利便性を図るため、相談機能を有する施設の
集約化を検討

H22～ －
・県民の利便性を図るため、Ｈ２２年度から相談機能
を有する施設の集約化を実施する。

－

素案どおり
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（単位：千円） 　　　　　最　終　方　針 （単位：千円）

見直し内容
実施
時期

効果額 最終見直し内容 効果額
開設

素案（８月２７日公表）

番号
施　　設　　名

（所管部局、所在地）

119

岡山県総合福祉・ボラン
ティア・NPO会館

（保健福祉部、岡山市）

Ｈ17
〈存続〉
・PFI方式で設置運営しており、施設利用者も多いこと
から存続

120

岡山県精神保健福祉セン
ター

（保健福祉部、岡山市）

Ｓ26
〈存続〉
・県に必置義務があることから存続

121

岡山県身体障害者更生
相談所

（保健福祉部、岡山市）

Ｓ28
〈集約化〉
・県民の利便性を図るため、相談機能を有する施設の
集約化を検討

H22～ －
・県民の利便性を図るため、Ｈ２２年度から相談機能
を有する施設の集約化を実施する。

－

122

岡山県知的障害者更生
相談所

（保健福祉部、岡山市）

Ｓ35
〈集約化〉
・県民の利便性を図るため、相談機能を有する施設の
集約化を検討

H22～ －
・県民の利便性を図るため、Ｈ２２年度から相談機能
を有する施設の集約化を実施する。

－

123
岡山県立成徳学校

（保健福祉部、岡山市）
Ｍ21

〈存続〉
・県に必置義務があることから存続

素案どおり

素案どおり

素案どおり
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（単位：千円） 　　　　　最　終　方　針 （単位：千円）

見直し内容
実施
時期

効果額 最終見直し内容 効果額
開設

素案（８月２７日公表）

番号
施　　設　　名

（所管部局、所在地）

124
岡山県女性相談所

(保健福祉部、岡山市)
Ｓ32

〈集約化〉
・県民の利便性を図るため、相談機能を有する施設の
集約化を検討

H22～ －
・県民の利便性を図るため、Ｈ２２年度から相談機能
を有する施設の集約化を実施する。

－

125

岡山県立職業能力開発
校（南部、北部、北部美作校）

（産業労働部、倉敷市・津
山市・美作市）

Ｓ36
～
Ｓ40

〈存続〉
・H20年に再編したところであり、当面その検証が必要
であることから存続とするが、今後訓練の受講状況等
を踏まえ見直しを検討

126
岡山県中小企業労働相
談所

（産業労働部、岡山市）

Ｓ41

〈廃止〉
・現在、相談所は労政・雇用対策課内に設置され、課
員が相談業務を行っており、相談所を廃止しても支障
がないことから、県施設としての廃止を検討

H21～ －
・現在、相談所は労政・雇用対策課内に設置され、課
員が相談業務を行っており、相談所を閉じても支障が
ないことから、H２０年度末で施設を閉じることとする。

－

127

岡山県工業技術ｾﾝﾀｰ

（産業労働部、岡山市、
　備前市）

H７
（前身：
Ｔ７）

〈縮小〉
・工技センターは県内の中小企業などを支援する中核
施設であることから存続
・研究費について削減
・備前陶芸センターは、製陶技術は民間でも習得可能
であることから、県施設としては廃止し、備前市又は
民間への譲渡についても検討

H21～ 40,814

・工技センターは県内の中小企業などを支援する中核
施設であることから存続とする。
・研究費についてＨ２１年度から削減する。
・備前陶芸センターは、製陶技術は民間でも習得可能
であることから、Ｈ２１年度末で県施設としては閉じる
こととし、それまでに施設の活用策について検討す
る。

40,814

128
・

129

岡山県営と畜場・岡山県
営食肉地方卸売市場

（農林水産部、岡山市）

S３７

H11
～
H18
改

〈存続〉
・県内でと畜される牛・豚の８割程度を処理しており、
また、卸売市場を併設し効率化が図られていることか
ら存続

素案どおり

素案どおり
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（単位：千円） 　　　　　最　終　方　針 （単位：千円）

見直し内容
実施
時期

効果額 最終見直し内容 効果額
開設

素案（８月２７日公表）

番号
施　　設　　名

（所管部局、所在地）

130
漁港施設（１４漁港）

（農林水産部、岡山市他）

S26
～
S27

〈存続（一部譲渡）〉
・広域的な利用がなされている第２種漁港（９港）は存
続とするが、より地元に身近な第１種漁港（５港）につ
いてはそれぞれの市へ譲渡を検討

H21～ 6,388

・広域的な利用がなされている第２種漁港（９港）は存
続とする。
・地元に身近な第１種漁港（４港）については、漁港整
備終了後、Ｈ２２年度から譲渡の協議を再開し、それ
ぞれの市へ譲渡する。（頭島漁港、西脇漁港、呼松漁港、大

多府漁港）

・金浦漁港については、漁港として機能していないこと
からH２１年度に漁港指定の取り消しを行う。

6,388

130

小型船舶係留施設（漁港
分）

（農林水産部、岡山市・倉
敷市）

H６～
H８

〈存続〉
・これまで県が進めてきた事業推進の経緯を踏まえ存
続

131

岡山県農業総合ｾﾝﾀｰ
農業試験場

（農林水産部、赤磐市）

M34

〈集約化〉
・農林水産関係の試験研究機関については、施設の
場所は変更せず、総務部門などの統合により集約化
を検討
・研究費について削減

H22～ 24,646

・農林水産関係の試験研究機関については、施設の
場所は変更せず、総務部門などの統合により、Ｈ２２
年度から集約化を実施する。
・研究費についてＨ２１年度から削減する。

24,646

132

岡山県生物科学総合研
究所

（農林水産部、吉備中央
町）

H８

〈集約化〉
・農林水産関係の試験研究機関については、施設の
場所は変更せず、総務部門などの統合により集約化
を検討
・研究費について削減

H22～ 25,436

・農林水産関係の試験研究機関については、施設の
場所は変更せず、総務部門などの統合により、Ｈ２２
年度から集約化を実施する。
・研究費についてＨ２１年度から削減する。

25,436

133
岡山県総合畜産ｾﾝﾀｰ

（農林水産部、美咲町）
H元

〈集約化〉
・農林水産関係の試験研究機関については、施設の
場所は変更せず、総務部門などの統合により集約化
を検討
・研究費について削減

H22～ 37,690

・農林水産関係の試験研究機関については、施設の
場所は変更せず、総務部門などの統合により、Ｈ２２
年度から集約化を実施する。
・研究費についてＨ２１年度から削減する。

37,690

素案どおり

公の施設　18



（単位：千円） 　　　　　最　終　方　針 （単位：千円）
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時期
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素案（８月２７日公表）

番号
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138
後楽園

（土木部、岡山市）
S31

〈存続〉
・特別名勝及び史跡に指定された文化財庭園であり、
県を代表する広域的観光拠点であることから存続

139
水島緑地

（土木部、倉敷市）

S54
～
S61

〈譲渡〉
・緩衝緑地として必要であるが、地域住民の利用が中
心の施設であることから、倉敷市へ譲渡を検討

H21～ 22,286
・緩衝緑地として必要な施設であることから、引き続き
県が管理するが、今後も、管理及び負担のあり方に
ついて、倉敷市と協議を行う。

140

児島湖流域下水道浄化セ
ンター

（土木部、玉野市）

S63
〈存続〉
・市町域を越えた流域をカバーする生活基盤施設で
あることから存続

素案どおり

素案どおり
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